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１
月
１
６
日
（
日
）
、
日
本
晴
れ
。
京
王
線

新
宿
駅
６
時
８
分
発
の
準
特
急
高
尾
山
口
行

き
に
乗
車
。
高
尾
で
７
時
６
分
発
の
Ｊ
Ｒ
甲
府

行
き
に
乗
り
換
え
る
。
鳥
沢
駅
に
７
時
３
５
分

着
。
降
り
立
っ
た
の
は
、
佐
藤
、
有
倉
、
川
名

夫
人
、
西
川
、
戸
丸
の
５
名
。
神
山
が
電
車
に

乗
り
遅
れ
た
と
い
う
こ
と
で
鳥
沢
駅
改
札
横

の
待
合
所
で
待
つ
こ
と
に
す
る
。
身
支
度
や
ス

ト
レ
ッ
チ
を
し
て
待
つ
こ
と
３
０
分
、
８
時
過

ぎ
に
神
山
さ
ん
が
到
着
。
各
々
ス
ト
レ
ッ
チ
と

身
支
度
を
す
る
。 

 

８
時
２
５
分
、
出
発
。
駅
前
か
ら
突
き
当
た

る
と
甲
州
街
道
。
こ
れ
ま
で
は
ま
っ
す
ぐ
扇
山

を
目
指
し
た
が
、
初
め
て
逆
コ
ー
ス
を
歩
い
て

み
る
こ
と
に
し
た
。 

 

甲
州
街
道
を
右
折
、
し
ば
ら
く
は
左
側
の
歩

道
を
進
ん
で
ゆ
く
。
す
ぐ
に
左
側
に
浜
田
屋
食

堂
。
鳥
沢
駅
近
く
に
は
３
つ
の
飲
食
店
が
あ
る

が
そ
の
う
ち
の
一
つ
。
他
に
中
華
喜
楽
と
、
た

か
ち
ゃ
ん
食
堂
が
あ
る
。
今
日
は
帰
り
に
た
か

ち
ゃ
ん
食
堂
に
よ
る
予
定
だ
。 

 

８
時
２
８
分
、
鳥
沢
小
学
校
バ
ス
停
通
過
。

そ
の
先
に
富
浜
駐
在
所
、
割
と
立
派
な
家
だ
。 

 

８
時
３
８
分
、
左
の
車
道
に
入
っ
て
ゆ
く
。

甲
州
街
道
国
道
２
０
号
線
と
お
別
れ
だ
。
大
月

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
案
内
板
、
中
央
高
速
談

合
坂
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
入
口
の
案
内
板
が
あ
る
。
中

央
道
の
渋
滞
で
有
名
な
談
合
坂
が
こ
ん
な
と

こ
ろ
に
あ
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。 

 

高
速
の
橋
げ
た
の
下
を
く
ぐ
っ
て
集
落
の

間
を
緩
や
か
に
登
っ
て
行
く
。 

 

８
時
５
４
分
、
車
道
は
左
に
道
が
分
か
れ
る
。

こ
れ
を
入
っ
て
ゆ
く
。
新
興
住
宅
地
が
整
地
さ

れ
て
い
る
が
高
い
と
こ
ろ
に
一
軒
立
派
な
家

が
建
っ
て
い
た
。
振
り
返
る
と
真
っ
白
な
鮮
や

か
な
富
士
山
が
青
い
空
を
背
景
に
輝
い
て
い

た
。
息
を
の
む
美
し
さ
だ
。 

 

８
時
５
９
分
、
「
大
月
エ
コ
の
里
千
本
桜
２

０
０
５
」
の
看
板
が
あ
る
。
少
し
先
の
桜
の
木

の
横
で
休
憩
。
狭
い
舗
装
路
の
傾
斜
は
だ
ん
だ

ん
き
つ
く
な
る
。 

 

９
時
１
８
分
、
正
面
に
金
網
の
扉
が
あ
り
、

周
囲
に
は
金
網
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
。
以

前
か
ら
こ
の
エ
リ
ア
は
何
か
と
気
に
な
っ
て

い
た
。
何
か
の
宗
教
関
係
か
と
思
っ
て
い
た
が
、

調
べ
て
み
た
ら
全
く
違
っ
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大

箱
根
組
ニ
ュー
ス 

第
３
４
６
号 

２
０
２
２
年 

２
月
号 

編
集
発
行
人 

戸
丸
悟 

箱
根
組
は
自
然
を
大
切
に
し
ま
す
！ 

各
自
保
険
に
入
って
山
に
登
り
ま
し
ょ
う
！ 

２
０
２
２
年
の
幕
開
き
は
鳥
沢
駅
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
の
扇
山
で
絶
景

、
純
白
の
富
士
を
仰
ぐ
！ 

、
し
駅
前
で
打
ち
上
げ
！ 

、
の
２
０
０
０
メ
ー
ト
ル
の
風
は
さ
わ
や
か
だ
っ
た

。 
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月
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
が
運
営
し
て
い
る
「
大
月
エ

コ
の
里
」
で
畑
を
借
り
た
り
し
て
農
業
体
験
な

ど
が
出
来
る
ら
し
い
。
金
網
が
張
り
巡
ら
さ
れ

て
い
る
の
は
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
か
ら
畑
を
守

っ
て
い
る
よ
う
だ
。
き
れ
い
な
富
士
を
見
な
が

ら
の
こ
こ
の
高
台
で
の
作
業
は
楽
し
い
に
違

い
な
い
。
い
つ
か
参
加
し
て
み
た
い
も
の
だ
。 

 

正
面
の
金
網
の
扉
を
見
な
が
ら
右
に
曲
が

っ
て
ゆ
く
。 

 

９
時
２
９
分
、
峠
の
よ
う
に
登
り
き
っ
た
と

こ
ろ
で
車
道
を
横
切
る
。
右
は
車
道
で
鳥
沢
駅

へ
、
左
に
行
け
ば
今
回
の
下
山
コ
ー
ス
の
梨
木

平
か
ら
の
ル
ー
ト
だ
。
そ
の
ま
ま
ま
っ
す
ぐ
登

っ
て
行
く
。
最
後
の
民
家
に
な
る
山
沿
い
の
家

の
方
が
機
械
で
薪
割
を
し
て
い
る
。
庭
に
は
黒

犬
が
い
た
。
甲

斐
犬
で
す
か

と
尋
ね
る
と
、

そ
う
で
す
と
、

名
前
の
通
り

山
梨
の
犬
だ
。 

 

そ
の
お
宅

を
過
ぎ
る
と

山
道
に
な
る
。

ま
ず
は
針
葉

樹
の
林
の
中

を
登
っ
て
行

く
。 

 

９
時
５
７

分
、
左
に
曲
が
る
よ
う
に
枯
れ
た

沢
を
横
切
る
。
Ｖ
字
型
の
水
路
の

付
い
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
堰
堤

が
あ
る
。
こ
れ
が
な
け
れ
ば
沢
と

は
思
え
な
い
だ
ろ
う
。
沢
を
超
え

た
と
こ
ろ
で
ま
っ
す
ぐ
進
む
と

ル
ー
ト
が
見
え
な
く
な
っ
た
が
、

す
ぐ
に
右
上
に
ル
ー
ト
を
発
見

し
て
無
事
に
ク
リ
ア
ー
。 

 

自
然
林
の
雑
木
林
の
斜
面
は

日
差
し
が
い
っ
ぱ
い
だ
。 

 

１
１
時
１
０
分
、
左
に
楕
円
形

の
石
碑
が
立
っ
て
い
る
。
高
さ
は

１
ⅿ
弱
く
ら
い
だ
ろ
う
か
、
よ
く

読
み
取
れ
な
い
が
、
廿
十
六
夜
と

読
め
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
江
戸

時
代
の
旧
暦
正
月
と
７
月
の
２

６
日
に
月
の
出
を
待
つ
「
二
十
六

夜
待
ち
」
と
い
う
月
見
が
盛
ん
に

お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
か
。
こ
れ

と
関
係
が
あ
る
の
か
も
。
ち
な
み

に
二
十
六
夜
山
と
い
う
山
も
あ

る
。 

 

１
１
時
１
１
分
。
尾
根
に
到
着
。 

右
は
、
犬
目
、
大
野
貯
水
池
方
面
。

左
が
扇
山
だ
。
明
る
い
雑
木
林
の

斜
面
を
青
空
に
向
か
っ
て
真
っ

す
ぐ
登
っ
て
行
く
。 

 

１
１
時
４
０
分
、
こ
ん
も
り
と

●お申し込み･お問い合わせ 

Tel・Fax/ 03-3521-6898 戸丸 

戸丸携帯 090-4541-7066 

携帯メール：satorutomaru@gmail.com 

メール：tomarusatoru@hotmail.com  

箱根組ホームページ 

https://tomarusatoru.wixsite.com/hakonegumi 

集合 ２月２０日(日) 鎌倉駅東口 8：40 

1) JR東京駅 横須賀線 地下１番線 

７：３３発 普通逗子行き(前から３両目) 

2) JR新宿駅 埼京線 大和行き 

７：２５発（武蔵小杉 7：46着） 

横須賀線逗子行き 乗り換え 7：53 

鎌倉着 8：30 バス乗り場 8：40集合 

（※鎌倉駅東口４番バス乗り場） 

（太刀洗、金沢八景駅行き乗り場） 
 

交通費 東京～鎌倉    片道９３５円 

    鎌倉～十二所   片道２１０円 

坂上バス停発 鎌倉駅行き 毎時 4分と 34分 

２
月
２
０
日
（
日
）、
鎌
倉
の
十
二
所
果
樹
園
（
１
４
９
ｍ
）
で
す
。 

 
 
 
 
 

ら
く
だ
コ
ー
ス 

歩
行
約
２
時
間 

 

※
電
車
バ
ス
内
、
混
雑
時
は
マ
ス
ク
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。 

※
展
望
台
（
昼
食
会
場
）
は
水
場
、
ト
イ
レ
無
し
（
水
は
多
め
に
） 

 

鎌
倉
の
十
二
所
果
樹
園
で
梅
見
を
し
て
、
標
高
１
４
９
ｍ
の
展
望
台
で
昼

食
。
下
山
は
久
木
大
池
公
園
に
降
り
、
鎌
倉
逗
子
ハ
イ
ラ
ン
ド
の
坂
上
バ

ス
停
か
ら
鎌
倉
駅
に
戻
り
ま
す
。 

 
 

※
ト
ン
汁
を
作
る
予
定
で
す
。
食
器
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 

○
持
ち
物 

お
弁
当
、
お
椀
、
箸
、
ポ
ッ
ト
に
お
湯
、
飲
料
水
、
マ
ス

ク
（
予
備
マ
ス
ク
）、
傘
、
雨
具
、
ス
パ
ッ
ツ
、
非
常
食
、
タ
オ
ル
、

着
替
え
、
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ(

予
備
電
池)

、
地
図
、
筆
記
用
具
、
救
急

薬
品
、（
痛
み
止
め
ス
プ
レ
ー
な
ど
）、
健
康
保
険
証
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、
予
備
靴
紐
、
ラ
イ
タ
ー
か
マ
ッ
チ
、
ナ
イ

フ
、
ホ
イ
ッ
ス
ル
、
磁
石
、
他 

 

●
申
し
込
み
は 

２
月
１
８
日
（
金
）
ま
で
に 

鳥
沢
の
打
ち
上
げ
残
金
１
０
０
円

を
会
計
に
繰
り
入
れ
ま
し
た
。 

収支 

 繰越       36327 円 

 入金 打上残金   100 円 

支出 

News/HP 作成費   500 円 

当日プリント代    200 円 

鎌倉下見交通費   2600 円 
 

現在高           33127 円 
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し
た
広
い
芝
生
の
扇
山
山
頂
に
到
着
。
富
士
山

も
は
っ
き
り
と
見
え
て
い
ま
す
。
山
頂
は
そ
れ

ほ
ど
混
雑
し
て
い
な
い
。 

 

さ
て
昼
食
。
標
識
の
南
側
、
富
士
山
の
見
え

る
と
こ
ろ
に
陣
を
張
る
。
お
湯
を
沸
か
し
て
暖

を
取
る
。
持
ち
寄
り
の
総
菜
も
あ
り
、
佐
藤
さ

ん
の
ニ
ッ
カ
も
少
し
お
湯
割
り
で
い
た
だ
く
。

富
士
山
を
見
な
が
ら
の
昼
食
は
贅
沢
だ
。
い
つ

も
の
よ
う
に
ド
リ
ッ
プ
コ
ー
ヒ
ー
。 

 

１
時
６
分
、
下
山
開
始
。
広
い
尾
根
道
は
気

持
ち
が
い
い
。
雪
は
全
く
な
い
。
何
年
か
前
は

こ
の
辺
り
は
一
面
雪
だ
っ
た
。 

 

１
時
１
３
分
。
尾
根
と
別
れ
左
に
下
っ
て
ゆ

く
。
尾
根
を
ま
っ
す
ぐ
行
け
ば
百
倉
山
方
面
だ
。 

 

１
時
５
０
分
、
水
場
着
。
三
つ
の
管
か
ら
沢

水
が
流
れ
落
ち
て
い
る
。
十
分
美
味
し
い
水
だ
。 

 

２
時
２
６
分
、
梨
木
平
の
ト
イ
レ
に
到
着
。

扇
山
管
理
委
員
会
と
い
う
看
板
が
あ
る
立
派

な
建
物
が
あ
る
が
、
中
に
入
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
小
休
止
。 

 

降
り
て
す
ぐ
に
車
道
に
な
る
。
右
に
進
む
が
、

ま
っ
す
ぐ
は
大
月
カ
ン
ト
リ
ー
の
ゴ
ル
フ
場

入
口
だ
。
車
道
を
左
に
行
け
ば
、
朝
登
っ
て
き

た
方
面
に
合
流
す
る
。 

 

車
道
は
蛇
行
し
て
い
て
、
ま
た
途
中
か
ら
は

上
り
坂
に
な
る
の
で
疲
れ
た
体
に
は
こ
れ
が

き
つ
か
っ
た
。
蛇
行
の
道
を
避
け
て
一
部
山
道

に
入
る
。 

３
時
、
車
道
に
戻
る
と
、
広
い
道
と
合
流
す

る
。
こ
の
下
は
「
桂
川
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
」

と
言
っ
て
、
自
然
体
験
や
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
ら
し
い
。
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
や

食
事
も
出
来
る
よ
う
だ
。
ラ
ク
ダ
コ
ー
ス
で
計

画
し
て
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。 

 

分
岐
を
右
に
大
久
保
の
集
落
を
下
っ
て
ゆ

く
。
高
速
を
く
ぐ
り
、
甲
州
街
道
に
出
る
。
目

の
前
が
鳥
沢
駅
だ
。
こ
こ
で
西
川
さ
ん
と
お
別

れ
す
る
。
残
る
５
人
は
甲
州
街
道
を
右
に
曲
が

り
、
調
べ
て
お
い
た
、
た
か
ち
ゃ
ん
食
堂
を
目

指
す
。 

 

３
時
４
０
分
、
た
か
ち
ゃ
ん
食
堂
に
到
着
。

店
の
前
で
ス
パ
ッ
ツ
を
外
し
、
身
支
度
を
整
え

て
店
内
に
入
る
。 

 

テ
ー
ブ
ル
席
と
左
側
に
こ
た
つ
も
あ
る
座

敷
が
付
い
て
い
る
。
田
舎
の
食
堂
と
い
う
感
じ

だ
。
勝
手
に
「
た
か
ち
ゃ
ん
」
は
男
性
と
思
っ

て
い
た
が
、
実
は
我
々
世
代
か
少
し
上
の
お
姉

さ
ん
と
い
っ
た
感
じ
の
方
だ
。
気
さ
く
な
方
で
、

ま
さ
に
田
舎
に
帰
っ
て
食
堂
に
入
っ
た
と
い

う
風
情
だ
。 

 

ビ
ー
ル
で
乾
杯
し
（
ビ
ー
ル
が
う
ま
い
）
そ

の
あ
と
は
薩
摩
の
焼
酎
の
お
湯
割
り
と
続
い

た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
話
が
弾
む
。
店
主
の
た
か
ち

ゃ
ん
も
我
々
の
近
く
に
座
っ
て
色
々
な
世
間

話
を
し
た
の
も
楽
し
か
っ
た
。 

 

ほ
ろ
酔
い
で
鳥
沢
駅
か
ら
帰
京
。 
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